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(57)【要約】
【課題】　従来のイメージによる学習方法により得た測
定標本の種類バリューが不正確である問題を解決するこ
とができる分類装置、分類方法及び電子設備を提供する
。
【解決手段】
　本発明の分類装置は、目標標本を分類する分類ユニッ
トと、目標標本の各集合に相関する訓練標本をそれぞれ
確定する確定ユニットと、種類バリューが不正確である
訓練標本の種類バリューを削除する削除ユニットと、前
記目標標本を測定標本とし、且つ各測定標本と残った各
訓練標本との間の類似性と、２つの測定標本の間の類似
性により前記測定標本の種類バリューを獲得する計算ユ
ニットと、を含む。前記分類方法は、前記分類装置の機
能を実現する各ステップを実施する。前記電子設備は、
前記分類装置を含む。前述した本発明の技術は、情報処
理領域に応用される。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分類装置において、
　目標標本を分類して、前記目標標本の少なくとも一種の集合を形成するように配置され
ている分類ユニットと、
　前記目標標本の各集合に相関する訓練標本をそれぞれ確定するように配置され、且つ前
記訓練標本中の各訓練標本は、種類バリューを有している確定ユニットと、
　前記目標標本の各集合により、前記集合に相関する訓練標本の種類バリュー中において
、最大種類バリューと最小種類バリューとの間の差を獲得し、且つ前記差が第一所定閾値
より大きい場合、前記集合に相関する訓練標本の種類バリューを削除するように配置され
ている削除ユニットと、
　前記目標標本を測定標本とし、各測定標本と残った各訓練標本との間の類似性と、２つ
の測定標本の間の類似性とに基づき、且つ残った訓練標本の種類バリューを利用して、解
を求めて最適化する方法により、前記測定標本の種類バリューを獲得するように配置され
ている計算ユニットと、を含む分類装置。
【請求項２】
　前記計算ユニットは、
　所定の制限条件、即ち、測定標本と訓練標本との間の類似性が高ければ高いほど、測定
標本と訓練標本の種類バリューが接近することと、２つの測定標本間の類似性が高ければ
高いほど、２つの測定標本の種類バリューが接近することと、を反映することができるコ
スト函数を生成するように配置されているコスト函数生成モジュールと、
　前記コスト函数の最小化の問題を検出することにより前記測定標本の種類バリューを獲
得するコスト函数算出モジュールと、を含む請求項１に記載の分類装置。
【請求項３】
　前記訓練標本は、所定の種類バリューを有している標注標本と、訓練過程において前記
標注標本の種類バリューにより種類バリューを得る機器標注標本とを含む請求項１又は２
に記載の分類装置。
【請求項４】
　前記確定ユニットが確定した目標標本の各集合に相関する訓練標本が前記機器標注標本
である請求項３に記載の分類装置。
【請求項５】
　前記計算ユニットは、種類バリューが削除された訓練標本と目標標本を一緒に測定標本
とし、且つ得た前記目標標本の種類バリューにより分類結果を確定する請求項３又は４に
記載の分類装置。
【請求項６】
　新しい種類バリューを獲得した測定標本を次の分類過程中の機器標注標本とする標本更
新ユニットをさらに含む請求項３乃至請求項５のいずれか１項に記載の分類装置。
【請求項７】
　前記確定ユニットは、前記目標標本の各集合により、前記集合の少なくとも１つの目標
標本の間において、類似性が第二所定閾値より大きい訓練標本を前記集合に相関する訓練
標本とするように配置される請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載の分類装置。
【請求項８】
　前記確定ユニットは、前記目標標本の各集合により、前記集合中で少なくとも１つの目
標標本との類似性が第二所定閾値より大きい訓練標本との類似性が第三所定閾値より大き
い訓練標本たちを前記集合に相関する訓練標本とするように配置される請求項３に記載の
分類装置。
【請求項９】
　分類方法において、
　目標標本を分類して、前記目標標本の少なくとも一種の集合を形成するステップと、
　前記目標標本の各集合に相関する各訓練標本を確定し、且つ前記訓練標本中の各訓練標
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本は、いずれも種類バリューを有しているステップと、
　前記目標標本の各集合により、前記集合に相関する訓練標本の種類バリュー中において
、最大種類バリューと最小種類バリューとの間の差を獲得し、且つ前記差が第一所定閾値
より大きい場合、前記集合に相関する訓練標本の種類バリューを削除するステップと、
　前記目標標本を測定標本とし、各測定標本と残った訓練標本との間の類似性と、２つの
測定標本の間の類似性とに基づき、且つ残った訓練標本の種類バリューを利用して、解を
求めて最適化する方法により、前記測定標本の種類バリューを獲得するステップと、を含
む分類方法。
【請求項１０】
　電子設備において、
　請求項１乃至請求項８のいずれか１項に記載の分類装置を含む電子設備。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理技術に関し、特に分類装置、分類方法及び電子設備に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報の間の関係を有効に示すことができる一種の説明方法として、図による説明方法は
、現在様々な分野に幅広く使用されている。例えば、ウェブページ分類、イメージ検索、
ビデオ概念検索などに幅広く使用されている。前記ウェブページ分類、図面検索、イメー
ジ検索、ビデオ概念検索などは、広義的には一種の分類方法だと見なすことができる。本
発明において説明する図は、データの間の関係を示す重み付きグラフであり、一般的に使
用している図面ではない。
【０００３】
　従来のイメージによる学習方法は、通常理想的な条件下において、訓練標本の間の類似
性を利用し、且つ理想的な解析表現方式又はイテレーション方式により、問題を解決する
と共に、各訓練標本が所属する種類を有効に反映することができる種類バリューを算出す
る。勉強結果を測定標本まで普及させるため、柔軟な限定により制限条件に基づいて、理
想化するコスト函数を形成しなければならない。
【０００４】
　しかし、従来のイメージによる学習方法において、勉強結果を測定標本まで普及させる
過程において、訓練標本の種類バリューがほとんど変わらないので、種類バリューが正し
くない訓練標本が測定標本の種類バリューの計算に影響を与えることができる。即ち、こ
れにより、計算して得た測定標本の種類バリューが不正確になることができる。また、勉
強結果を測定標本まで普及させるための従来のイメージによる学習方法は、各測定標本を
順位に処理するが、測定標本の間の関係を全然考慮しないので、これにより計算して得た
測定標本の種類バリューが不正確になることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　以下、本発明の概要を簡単に説明して、技術者が本発明の概要を理解するようにする。
後述する本発明の概要により、本発明のすべての内容を示すことができない。本発明の概
要は、本発明の重点又は重要な部分を提出する意図であるか、又は本発明の技術的範囲を
限定する意図はない。本発明の概要の目的は、総括した内容を提出し、後述する詳細な説
明の前書きを作成することにある。
【０００６】
　本発明の目的は、従来のイメージによる学習方法により得た測定標本の種類バリューが
不正確である問題を解決することができる分類装置、分類方法及び電子設備を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　本発明の実施例において、一種の分類装置を提供する。前記分類装置は、目標標本を分
類して、前記目標標本の少なくとも一種の集合を形成するように配置されている分類ユニ
ットと、目標標本の各集合に相関する訓練標本をそれぞれ確定するように配置され、且つ
前記訓練標本中の各訓練標本は、種類バリューを有している確定ユニットと、前記目標標
本の各集合により、前記集合に相関する訓練標本の種類バリュー中において、最大種類バ
リューと最小種類バリューとの間の差を獲得し、且つ前記差が第一所定閾値より大きい場
合、前記集合に相関する訓練標本の種類バリューを削除するように配置されている削除ユ
ニットと、前記目標標本を測定標本とし、各測定標本と残った各訓練標本との間の類似性
と、２つの測定標本の間の類似性とに基づき、且つ残った訓練標本の種類バリューを利用
して、解を求めて最適化する方法により、前記測定標本の種類バリューを獲得するように
配置されている計算ユニットと、を含む。
【０００８】
　本発明の他の実施例において、一種の分類方法を提供する。前記分類方法は、目標標本
を分類して、前記目標標本の少なくとも一種の集合を形成するステップと、前記目標標本
の各集合に相関する各訓練標本を確定し、且つ前記訓練標本中の各訓練標本は、いずれも
種類バリューを有しているステップと、前記目標標本の各集合により、前記集合に相関す
る訓練標本の種類バリュー中において、最大種類バリューと最小種類バリューとの間の差
を獲得し、且つ前記差が第一所定閾値より大きい場合、前記集合に相関する訓練標本の種
類バリューを削除するステップと、前記目標標本を測定標本とし、各測定標本と残った訓
練標本との間の類似性と、２つの測定標本の間の類似性とに基づき、且つ残った訓練標本
の種類バリューを利用して、解を求めて最適化する方法により、前記測定標本の種類バリ
ューを獲得するステップと、を含む。
【０００９】
　本発明の他の実施例において、一種の電子設備をさらに提供する。前記電子設備は、前
述した分類装置を含む。
【発明の効果】
【００１０】
　前述した本発明の分類装置、分類方法及び電子設備により、以下のような発明の効果を
奏することができる。即ち、種類バリューが正しくない訓練標本を選択するとともに、こ
のような訓練標本の種類バリューを削除することにより、訓練標本がデータの実際の分布
状況をより正確に示し、且つ測定標本の種類バリューを計算する過程に使用する訓練標本
の種類バリューの正確性を確保することができる。また、計算する過程において測定標本
の間の類似性関係を追加することにより、獲得した測定標本の種類バリューの正確度を向
上させることができる。
【００１１】
　以下、図面を参照しながら本発明の最良の実施例を詳細に説明する。これにより、本発
明の実施例の発明の効果をより詳細に理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　本発明の後述する図面に記載されている内容により、本発明の内容をより詳細に理解す
ることができる。本発明の図面において、同様或いは類似する図面符号により、同様或い
は類似する部品を示す。述する図面と図面の簡単な説明は、本明細書に含まれ、且つ本明
細書の一部分になって、本発明の最良な実施例をより詳細に説明し、本発明の原理及び発
明の効果をより詳細に釈明する。
【図１】本発明の一実施例に係る分類装置を示すフレーム図である。
【図２Ａ】従来の分類技術により測定標本を処理する基本的な原理を示す簡略図である。
【図２Ｂ】従来の分類技術により測定標本を処理する基本的な原理を示す簡略図である。
【図２Ｃ】従来の分類技術により測定標本を処理する基本的な原理を示す簡略図である。
【図２Ｄ】本発明の実施例に係る分類装置により測定標本を処理する基本的な原理を示す
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簡略図である。
【図３】図１に記載されている計算ユニットの構造を示す簡略図である。
【図４】本発明の他の実施例に係る分類装置を示すフレーム図である。
【図５】本発明の他の実施例に係る分類方法を示すフレーム図である。
【図６】本発明の他の実施例に係る分類装置及び分類方法の機能を実現するための情報処
理設備のハードウェアの構造配置図である。　ここで説明したいことは、本発明の図面中
の部品は、部品を簡単／明確に示すために描いたものであるが、部品のサイズの比率によ
り描いたものではない。例えば、本発明の実施例をより詳細に説明するため、図面のある
部品のサイズを他の部品のサイズより大きく示す可能性がある。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、添付した図面を参照しながら本発明の事例的な実施例を説明する。本発明の技術
を詳細／理解しやすく説明するため、本明細書において本発明の実際実施例のすべての特
徴を説明しないが、いずれか１つの実施例を実施する時、この実施例の実施に必ず需要す
るすべての特徴を示さなければならない。これにより、当業者が本発明の具体的な目的を
実現することができる。例えば、システム又は方法に適用する制限条件と、異なる実施例
により前記制限条件が変わることを示さなければならない。周知の通り、本発明の分類装
置又は分類方法を創造することは、非常に複雑で、時間が掛かるが、本技術領域の技術者
が後述する本発明の実施例により本発明の分類装置又は分類方法を容易に想到することが
できる。
【００１４】
　また、重要でない細部により本発明の明細書が長くなることを防ぐため、本発明の図面
において、本発明の技術的方案に緊密に関連する装置の構造と／処理のステップだけを示
した。即ち、本発明の技術的方案との関連性が大きくない細部の記載は省略する。
【００１５】
　本発明の実施例において、一種の分類装置を提供する。前記分類装置は、目標標本を分
類して、目標標本の少なくとも一種の集合を形成するように配置されている分類ユニット
と、目標標本の各集合に相関する訓練標本をそれぞれ確定するように配置され、且つ前記
訓練標本中の各訓練標本は、種類バリューを有している確定ユニットと、前記目標標本の
各集合により、前記集合に相関する訓練標本の種類バリュー中において、最大種類バリュ
ーと最小種類バリューとの間の差を獲得し、且つ前記差が第一所定閾値より大きい場合、
前記集合に相関する訓練標本の種類バリューを削除するように配置されている削除ユニッ
トと、前記目標標本を測定標本とし、各測定標本と残った各訓練標本との間の類似性と、
２つの測定標本の間の類似性とに基づき、且つ残った訓練標本の種類バリューを利用して
、解を求めて最適化する方法により、前記測定標本の種類バリューを獲得するように配置
されている計算ユニットと、を含む。
【００１６】
　以下、図１を参照しながら本発明の一種の実施例に係る分類装置を詳細に説明する。
【００１７】
　図１に示す通り、本発明の実施例に係る分類装置１００は、分類ユニット１１０と、確
定ユニット１２０と、削除ユニット１３０と、計算ユニット１４０とを含む。
【００１８】
　分類装置１００において、分類ユニット１１０は、各目標標本を分類して、目標標本の
少なくとも一種の集合を形成する。本実施例の目標標本は、イメージ、動画、本文、又は
ウェブページであることができる。
【００１９】
　本発明の具体的な実施例に係る分類装置において、分類ユニット１１０は、目標標本を
分類して、一種の集合中の各目標標本と、この集合中の他の少なくとも１つの目標標本と
の間の類似性が第四所定閾値より大きくなるようにする。
【００２０】
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　例えば、分級的な分類方法により、前述した分類方法を実現ことができる。具体的なス
テップは、以下の通りである。（ａ１）最初の時、複数の集合を形成して、各集合が１つ
の目標標本のみを含むようにする。（ａ２）２つの集合の間の類似性を計算する。２つの
集合の間の類似性は、２つの集合の間の類似性の最大値を超えないことを意味する。即ち
、
【数１】

【００２１】
　数１において、Ａ及びＢは、いずれか２つの集合を示し、ａ及びｂは、前記２つの集合
中のいずれかの目標標本を示し、Sim(Ａ、Ｂ)は、集合Ａと集合Ｂとの間の類似性を示す
。（ａ３）前記２つの集合中の目標標本の類似性を計算して、類似性が第四所定閾値より
大きいかどうかを判断する。第四所定閾値より大きい場合、最大の類似性を有している２
つの集合（即ち、複数の集合中において、類似性が最大である２つの集合）を１つの集合
に合併した後、ステップ（ａ２）を行う。複数の集合中において、いずれか２つの集合の
間の類似性が第四所定閾値より小さくなるまで前記ステップを繰り返す。
【００２２】
　本実施例において、前記第四所定閾値は、経験により設定するか、或いは試験方法によ
り設定することができるが、ここでは再び説明しない。
【００２３】
　図１に示す通り、確定ユニット１２０は、目標標本の各集合に相関する訓練標本をそれ
ぞれ確定する。前記訓練標本は、目標標本の種類と同じである対象である。例えば、訓練
標本と目標標本は、以下の対象中の一種である。即ち、イメージ、動画、本文、及びウェ
ブページなど中の一種である。
【００２４】
　本発明の具体的な実施例に係る分類装置において、前記「目標標本の各集合に相関する
訓練標本」は、色々な確定方法により確定することができる。
【００２５】
　一種の実現方法において、目標標本の各集合により、確定ユニット１２０は、前記集合
の少なくとも１つの目標標本の間において、類似性が第二所定閾値より大きい訓練標本を
前記集合に相関する訓練標本とする。
【００２６】
　前記実現方法中の一例において、目標標本の集合Ｍは、分類ユニット１１０が目標標本
を分類して得たいずれか１つの集合であると仮定する場合、前記集合Ｍにおいて、確定ユ
ニット１２０は、まず各訓練標本と集合Ｍの各目標標本との間の類似性を獲得する。次に
、集合Ｍ中の少なくとも１つの目標標本との類似性が第二所定閾値より大きい訓練標本た
ちを前記集合Ｍに相関する訓練標本とする。
【００２７】
　前記実現方法中の他の一例において、各訓練標本について、確定ユニット１２０は、前
記訓練標本と集合Ｍ中の各訓練標本との間の類似性を計算しなくてもよい。訓練標本ＳＢ

を例とし、確定ユニット１２０が計算して得た集合Ｍ中のいずれかの目標標本ＳＡと訓練
標本ＳＢとの間の類似性が第二所定閾値より大きいと時、確定ユニット１２０は、集合Ｍ
中の他の剰余目標標本と訓練標本ＳＢとの間の類似性を計算せず、訓練標本ＳＢを直接に
集合Ｍに相関する１つの訓練標本だと確定してもよい。
【００２８】
　訓練標本と目標標本との間の類似性は、具体的な状況により適用する計算方法を選択し
て計算することができる。例えば、イメージの類似性、本文の類似性などを計算する従来
の計算方法を採用することができる。即ち、訓練標本と目標標本がイメージ、本文及び他
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の種類の対象である場合、各種類の対象により、訓練標本と目標標本との間の類似性をそ
れぞれ計算することができる。
【００２９】
　本実施例において、前記第二所定閾値は、経験により設定するか、或いは試験方法によ
り設定することができるが、ここでは再び説明しない。本実施例において、第二所定閾値
は、第四所定閾値と同値に設定することができる。
【００３０】
　他の実施方法において、目標標本の各集合について、確定ユニット１２０は、前記集合
中で少なくとも１つの目標標本との類似性が第二所定閾値より大きい訓練標本を前記集合
に相関する訓練標本とするか、或いは「前記集合中で少なくとも１つの目標標本との類似
性が第二所定閾値より大きい訓練標本」との類似性が第三所定閾値より大きい訓練標本た
ちを前記集合に相関する訓練標本とする。
【００３１】
　前記目標標本のいずれかの１つの集合Ｍを例とし、且つ前述した方法と類似する方法に
より、確定ユニット１２０は、集合Ｍ中の少なくとも１つの目標標本との類似性が第二所
定閾値より大きい訓練標本たちを前記集合Ｍに相関する訓練標本とする。説明を簡単にす
るため、下文において、「集合Ｍ中の少なくとも１つの目標標本との類似性が第二所定閾
値より大きい訓練標本」を第一訓練標本と略称する。前記第一訓練標本だけではなく、確
定ユニット１２０は、第一訓練標本中のいずれか１つの訓練標本との類似性が第三所定閾
値より大きい訓練標本たちを前記集合Ｍに相関する訓練標本とすることができる。同様に
、説明を簡単にするため、下文において、「第一訓練標本中のいずれか１つの訓練標本と
の類似性が第三所定閾値より大きい訓練標本」を第二訓練標本と略称する。従って、前述
した実施例の「集合Ｍに相関する訓練標本」は、第一訓練標本及び第二訓練標本を含む。
本実施例において、前記第三所定閾値は、経験により設定するか、或いは試験方法により
設定することができるが、ここでは再び説明しない。
【００３２】
　前述した第一訓練標本中のいずれかの訓練標本も種類バリューを有している。前記種類
バリューは、所属する標本の種類と所定する種類との間の整合程度を示す一種の度量であ
る。即ち、前記種類バリューは、所属する標本の種類が所定する種類に符合する程度を示
すバリューである。一般的には、種類バリューが大きければ大きいほど、種類バリューに
所属する標本が所定する種類に符合する可能性が大きいことを説明し、種類バリューが小
さければ小さいほど、種類バリューに所属する標本が所定する種類に符合する可能性が低
いことを説明する。例えば、種類バリューは、通常－１～１との間に置かれる。
【００３３】
　本実施例において、前記訓練標本の種類バリューの獲得方法の相違により、訓練標本の
以下の二種に分類することができる。
【００３４】
　一種の訓練標本は、一般の標注標本である。このような標注標本は、通常所定の種類バ
リューを有している。前記種類バリューは、例えば人工的に予め標注することができる。
しかし、人力に限度があるので、通常所定の種類バリューを有しているこのような標注標
本の数量も一定の限度がある。
【００３５】
　他の一種の訓練標本は、機器標注標本である。このような機器標注標本の種類バリュー
は、例えば、訓練過程（一般的な分類装置は、使用する前に訓練標本により訓練を行う過
程である）において前記標注標本の種類バリューによって得ることができる。
【００３６】
　従って、本発明の実施例に係る分類装置の訓練標本は、前述した二種の標本を含むこと
ができる。即ち、前述した標注標本と機器標注標本を含むことができる。前述した二種の
訓練標本の種類バリューは、前述した方法と類似する方法によりそれぞれ得ることができ
るので、ここでは再び説明しない。この場合、前記確定ユニット１２０が確定した「目標
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標本の各集合に相関する訓練標本」は、すべてが機器標注標本であることができる。
【００３７】
　前述した通り、確定ユニット１２０の処理により、目標標本の各集合に相関する訓練標
本をそれぞれ確定することができる。
【００３８】
　一般的な推定により推定することができるとおり、類似する標本の種類バリューの差が
大きいはずはない。従って、いずれか２つの訓練標本（特に、前記２つの訓練標本が機器
標注標本である場合）がそれぞれ、いずれか２つの目標標本に類似し、且つ前記２つの目
標標本も互いに類似する（例えば、前述したいずれか１つの集合に所属する）場合、前記
２つの訓練標本の種類バリューの差が大きいはずはない。でない場合、例えば、いずれか
１つの集合中の２つの目標標本にそれぞれ類似する２つの訓練標本の種類バリューの間の
差が第一所定閾値より大きい場合、前記２つの訓練標本の種類バリューが正しくないこと
を説明する。従って、このような種類バリューを除去する推定算法によりより正確な結果
を得ることができる。
【００３９】
　目標標本の各集合について、削除ユニット１３０は、まず「前記集合に相関する訓練標
本」の種類バリュー中において、最大種類バリューと最小種類バリューとの間の差を計算
する。次は、計算して得た差が第一所定閾値より大きい場合、このような「前記集合に相
関する訓練標本」の種類バリューを削除する。
【００４０】
　例えば、前述した通り、目標標本のいずれかの１つの集合Ｍにおいて、確定ユニット１
２０により、集合Ｍに相関する訓練標本を確定する。次は、削除ユニット１３０が集合Ｍ
に相関するすべての訓練標本の種類バリュー中において最大種類バリューと最小種類バリ
ューを選び出すとともに、最大種類バリューと最小種類バリューとの間の差を計算する（
前記差が０より大きいか或いは等しい）。前記差が第一所定閾値より大きい場合、これら
の集合Ｍに相関するすべての訓練標本の種類バリューを削除する。
【００４１】
　特に、１つの優先例において、確定ユニット１２０が確定した「前記集合に相関する訓
練標本」のすべてが機器標注標本である場合、削除ユニット１３０は、これらの機器標注
標本の種類バリューを削除する。
【００４２】
　本実施例において、前記第一所定閾値は、経験により設定するか、或いは試験方法によ
り設定することができるが、ここでは再び説明しない。
【００４３】
　計算ユニット１４０は、残った訓練標本（即ち、種類バリューが削除された訓練標本を
除く他の訓練標本）の種類バリューを利用して、解を求めて最適化する方法により、前記
目標標本の種類バリューを獲得し、且つ計算して得た前記種類バリューにより目標標本の
種類を確定する。
【００４４】
　本発明の実施例に係る分類装置において、計算ユニット１４０は、目標標本を測定標本
とすることができる。次に、各測定標本と残った各訓練標本との間の類似性と、２つの測
定標本の間の類似性とに基づき、且つ残った訓練標本の種類バリューを利用して、解を求
めて最適化する方法により、前記測定標本の種類バリューを獲得する。
【００４５】
　従来のイメージに基づく学習方法は、通常各測定標本を順位に処理し、且つ各測定標本
と訓練標本との間の関係のみを考慮し、測定標本と訓練標本との間の関係は完全に使わな
い。図２Ａ～２Ｃは、従来のイメージに基づく学習方法が測定標本を処理する時に採用す
る基本的な原理を示す簡略図である。図２Ａ～２Ｃと後述する図２Ｄにおいて、「○」は
訓練標本（即ち、ＳＢ１～ＳＢ５）を示し、「△」は測定標本（即ち、ＳＡ１～ＳＡ３）
を示し、図面中の連結線は連結する対象の間の類似性を示す。
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【００４６】
　図２Ａ～２Ｃに示す通り、従来の方法は、測定標本を処理する時、測定標本と訓練標本
との間の類似性のみを考慮する。即ち、各測定標本をそれぞれ処理することにより、測定
標本を分類する。図２Ａ～２Ｃにおいて、測定標本と各訓練標本との間の連結線を示さず
、類似性が高い前の複数の訓練標本と測定標本との間の連結線のみを示した。
【００４７】
　図２Ｄは、計算ユニット１４０が測定標本を処理する原理を示す簡略図である。図２Ｄ
と前述した図２Ａ～２Ｃを比較して見ると、図２Ｄにおいて、計算ユニット１４０が測定
標本を処理する時、測定標本と訓練標本との間の類似性を考慮するとともに、測定標本と
測定標本との間の類似性（即ち、図２Ｄにおいて、ＳＡ１とＳＡ２との間、ＳＡ２とＳＡ

３との間の連結線である）も考慮することを分かることができる。
【００４８】
　図２Ａ～２Ｄに示す各訓練標本の間の連結線（訓練標本の間の類似性）は、測定標本の
種類バリューを計算する時に用いるものではなく、いずれかの実施例の訓練過程において
、前述した機器標注標本の種類バリューを獲得する時に用いるものである。
【００４９】
　以下、図３を参照しながら、計算ユニット１４０の様々な配置例を説明する。
【００５０】
　図３に示す通り、本実施例の計算ユニット１４０は、コスト函数生成モジュール３１０
と、コスト函数算出モジュール３２０とを含むことができる。
【００５１】
　コスト函数生成モジュール３１０は、所定の制限条件を反映することができるコスト函
数を生成する。コスト函数算出モジュール３２０は、前記コスト函数の最小化の問題を検
出することにより測定標本の種類バリューを獲得する。
【００５２】
　前記所定の制限条件は、以下のような２つの条件を含むことができる。即ち、測定標本
と訓練標本との間の類似性が高ければ高いほど、測定標本と訓練標本の種類バリューが接
近することと、２つの測定標本間の類似性が高ければ高いほど、２つの測定標本の種類バ
リューが接近することである。
【００５３】
　前述した所定の制限条件により、本発明の実施例に係る分類装置のコスト函数生成モジ
ュール３１０が生成するコスト函数は、以下のような函数、又は変形例を含むことができ
る。
【数２】

【００５４】
　前記函数において、Ｍは、測定標本の数量であり、Ｎは、残った訓練標本の数量であり
、
【数３】

は、Ｍ個の測定標本中で第ｉ個目の測定標本の種類バリューであり、
【数４】
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【数５】

は、第ｉ個目の測定標本と第ｊ個目の訓練標本との間の類似性であり、
【数６】

は、第ｋ個目の測定標本と第ｌ個目の測定標本との間の類似性である。
【００５５】
　前記実施例において、
【数７】

は、測定標本と訓練標本との間の類似性を示し、
【数８】

は、測定標本と測定標本との間の類似性を示す。
【００５６】
　例えば、
【数９】

と
【数１０】

のような２つの函数を含むコスト函数は、以下のような
【数１１】

の形式により示すことができる。
【００５７】
　前記函数において、
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【数１２】

は、線形組合係数であり、
【数１３】

は、すべての測定標本の種類バリューで構成されるベクトルである。
【数１４】

は、経験により設定するか、或いは試験方法により設定することができるが、ここでは再
び説明しない。
【００５８】
　次に、解を求めて最適化方法
【数１５】

により、すべての測定標本の種類バリューを算出することができる。前記最適化方法
【数１６】

は、一種の簡単な二回最適化方法である。本技術領域の技術者は、周知する常識と公開さ
れている資料により、最適化の方法を選び出すことができるので、ここでは再び説明しな
い。
【００５９】
　本発明の実施例において、計算ユニット１４０は、種類バリューが削除された訓練標本
と目標標本を一緒に測定標本とすることもでき、且つ前述した方法により測定標本の種類
バリューを獲得するとともに、目標標本の種類バリューにより分類結果を確定する。この
場合、算出する過程で形成される変量は、目標標本の種類バリューを含むだけではなく、
種類バリューが削除された訓練標本たちの新しい種類バリューも含んでいる。すべての測
定標本の新しい種類バリューを獲得した後、このような目標標本の種類バリューにより最
終の分類結果を確定することができる（分類の目的は、目標標本の種類を獲得することに
ある）。例えば、種類バリューが－１～１の間に置かれると仮定する場合、計算により獲
得した各目標標本の第一、第二及び第三種類バリューがそれぞれ１、０．８、－１である
時、１つ目の目標標本と所定の種類が完全に符合することを示し、２つ目の第二回目の目
標標本と所定の種類が比較的に符合することを示し、３つ目の目標標本と所定の種類が完
全に符合しないことを示す。前記所定の種類は、例えば、前記訓練標本中で種類バリュー
が１である訓練標本の種類であることができる。
【００６０】
　実際の応用において、測定標本は通常大量に獲得するが、従来の方法において、大量に
獲得した測定標本の間の類似性を考慮せず、各測定標本と訓練標本との間の類似性のみを
考慮する。本発明の実施例において、測定標本と測定標本との間の類似性をさらに検出す
ることにより、より高い分類精度と分類結果を獲得することができる。
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【００６１】
　以下、図４を参照しながら、本発明の他の実施例に係る分類装置を詳細に説明する。
【００６２】
　図４に示す通り、分類装置４００は、分類ユニット４１０と、確定ユニット４２０と、
削除ユニット４３０と、計算ユニット４４０とを含むだけではなく、標本更新ユニット４
５０をさらに含む。図４に示す分類装置４００の分類ユニット４１０、確定ユニット４２
０、削除ユニット４３０、計算ユニット４４０は、前記図１と／又は図３に記載されてい
る装置１００中の各ユニットと同様な構造及び機能を有し、且つ類似する技術効果を奏す
ることができるので、ここでは再び説明しない。
【００６３】
　本実施例の訓練標本は、前述した標注標本と機器標注標本を含む。図４に示す通り、分
類装置４００において、標本更新ユニット４５０は、新しい種類バリューを獲得した測定
標本を、次の分類過程中の機器標注標本とする。前記測定標本は、次の分類過程で使用す
る一部分の機器標注標本になり、元存在する機器標注標本は、依然として機器標注標本と
して使用する。
【００６４】
　前述した通り、本発明の実施例に係る分類装置は、種類バリューが正しくない訓練標本
を選択するとともに、このような訓練標本の種類バリューを削除することにより、訓練標
本がデータの実際の分布状況をより正確に示し、測定標本の種類バリューを計算する過程
に使用する訓練標本の種類バリューの正確性を確保することができる。また、本発明の実
施例に係る分類装置は、計算する過程において測定標本の間の類似性関係を追加すること
により、獲得した測定標本の種類バリューの正確度を向上させることができる。
【００６５】
　本発明の実施例において、一種の分類方法をさらに提供する。以下、図５を参照しなが
ら本実施例に係る分類方法を説明する。
【００６６】
　図５に示す通り、本発明の実施例に係る分類方法の処理流れ５００は、ステップＳ５１
０から始まり、まずはステップＳ５２０を行う。
【００６７】
　ステップＳ５２０において、目標標本を分類して、目標標本の少なくとも一種の集合を
形成する。次に、ステップＳ５３０を行う。ステップＳ５２０で行う処理は、前記図１で
説明した分類ユニット１１０が行う処理と同様であり、且つ類似する技術効果を得ること
ができるので、ここでは再び説明しない。
【００６８】
　ステップＳ５３０において、目標標本の各集合に相関する各訓練標本を確定する。訓練
標本中の各訓練標本は、いずれも種類バリューを有している。次に、ステップＳ５４０を
行う。ステップＳ５３０で行う処理は、前記図１で説明した確定ユニット１２０が行う処
理と同様であり、且つ類似する技術効果を得ることができるので、ここでは再び説明しな
い。
【００６９】
　ステップＳ５４０において、目標標本の各集合により、前記集合に相関する訓練標本の
種類バリュー中において、最大種類バリューと最小種類バリューとの間の差を獲得する。
且つ、前記差が第一所定閾値より大きい場合、前記集合に相関する訓練標本の種類バリュ
ーを削除する。次に、ステップＳ５５０を行う。ステップＳ５４０で行う処理は、前記図
１で説明した削除ユニット１３０が行う処理と同様であり、且つ類似する技術効果を得る
ことができるので、ここでは再び説明しない。
【００７０】
　ステップＳ５５０において、目標標本を測定標本とし、各測定標本と残った訓練標本と
の間の類似性と、２つの測定標本の間の類似性とに基づき、且つ残った訓練標本の種類バ
リューを利用して、解を求めて最適化する方法により、前記測定標本の種類バリューを獲
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得する。次にステップＳ５６０を行う。ステップＳ５５０で行う処理は、前記図１と／又
は図３で説明した計算ユニット１４０が行う処理と同様であり、且つ類似する技術効果を
得ることができるので、ここでは再び説明しない。
【００７１】
　本実施例の処理流れ５００は、ステップＳ５６０により終わる。
【００７２】
　本発明の優先的な実施例に係るステップＳ５５０において、種類バリューが削除された
訓練標本と目標標本とを一緒に測定標本とし、且つ得た目標標本の種類バリューにより分
類結果を得ることもできる。
【００７３】
　前述した通り、本発明の実施例に係る分類方法は、種類バリューが正しくない訓練標本
を選択するとともに、このような訓練標本の種類バリューを削除することにより、訓練標
本がデータの実際の分布状況をより正確に示し、測定標本の種類バリューを計算する過程
に使用する訓練標本の種類バリューの正確性を確保することができる。また、本発明の実
施例に係る分類方法は、計算する過程において測定標本の間の類似性関係を追加すること
により、獲得した測定標本の種類バリューの正確度を向上させることができる。
【００７４】
　本発明の実施例において、一種の電子設備をさらに提供する。前記電子設備は、前述し
た分類装置を含む。
【００７５】
　本発明の実施例に係る電子装置は、後述する設備中のいずれかの一種の設備である。即
ち、携帯電話、コンピュータ、ダブレットパソコン、携帯情報端末、メディアプレーヤー
など中の一種の設備である。前記電子設備は、前述した分類装置の各種の機能と技術効果
を有しているが、ここでは再び説明しない。
【００７６】
　前述した本発明の実施例に係る分類装置が含んでいる各構成ユニット、子ユニット、モ
ジュールなどの機能は、ソフトウェア、ファームウエア、ハードウェア、又はこれらの任
意の組合せにより実現することができる。ソフトウェア又はファームウエアにより前記機
能を実現する場合、記憶媒介又ネットワークから前記ソフトウェア又はファームウエアを
構成するプログラムを、専用ハードウェア構造を有している機器（例えば、図６に示す通
用機器６００）に入力してインストールすることができる。前記各種のプログラムがイン
ストールされている前記機器は、前記各構成ユニット、子ユニットの各機能を実現するこ
とができる。
【００７７】
　図６は、本発明の実施例に係る分類装置及び分類方法の機能を実現するための、一種の
情報処理設備のハードウェア配置構造図を示す簡略図である。
【００７８】
　図６において、中央処理ユニット（ＣＰＵ）６０１は、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ
）６０２に記憶されているプログラム、又はメモリ装置６０８からランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）６０３に読み込むプログラムにより各種の処理を行う。ＲＡＭ６０３には、
ＣＰＵ６０１が各種の処理を行う時に需要するデータも記憶されている。ＣＰＵ６０１、
ＲＯＭ６０２及びＲＡＭ６０３は、バス６０４により互いに連結されている。入力／出力
インタフェース６０５もバス６０４に連結されている。
【００７９】
　以下の部品は、入力／出力インタフェース６０５に連結されている。例えば、入力装置
６０６（キーボード、マウス等を含む）、出力装置６０７（表示装置（例えば、陰極線管
表示装置（ＣＲＴ）、液晶表示装置（ＬＣＤ）など）、スピーカなどを含む）、メモリ装
置６０８（ハードディスクなどを含む）、通信装置６０９（ネットワークインタフェース
カード（例えば、ＬＡＮカード、変調復調装置など）などを含む）である。通信装置６０
９は、ネットワーク、例えばインターネットにより通信を行う。需要により、ドライブ装
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置６１０を入力／出力インタフェース６０５に連結することもできる。着脱可能なメモリ
媒介６１１、例えば磁気ディスク、ライトディスク、光磁気ディスク、半導体メモリ装置
などを前記ドライブ装置６１０に装着することができる。従って、需要により、前記メモ
リ媒介６１１に記憶されているプログラムを前記メモリ装置６０８に読み込むことができ
る。
【００８０】
　ソフトウェアにより前述した処理を行う場合、ネットワーク、例えばインターネット、
又はメモリ媒介、例えば着脱可能なメモリ媒介６１１から所定のソフトウェアを読取るこ
とができる。
【００８１】
　本技術領域の技術者が周知する通り、前記メモリ媒介は、プログラムが記憶されている
か、或いは設備と離れてユーザーにプログラムを伝送する図６に示す着脱可能なメモリ媒
介６１１に限定されるものではない。着脱可能なメモリ媒介６１１は、例えば、磁気ディ
スク（フロッピー(登録商標)ディスクを含む）、ライトディスク（コンパクトディスクリ
ードオンリーメモリー（ＣＤ－ＲＯＭ）及びディジタルヴァーサタイルディスク（ＤＶＤ
）を含む）、光磁気ディスク（ミニディスク（ＭＤ）（登録商標））、半導体メモリであ
る。前記メモリ媒介は、ＲＯＭ６０２、メモリ装置６０８が含むハードディスクなどであ
ることができる。メモリ媒介には、プログラムが記憶されており、ユーザーは、メモリ媒
介とその中に記憶されているプログラムを使用することができる。
【００８２】
　本発明の実施例において、装置読取可能なインストラクションコードが記憶されている
プログラムを提供する。装置が前記インストラクションコードを読取って実行する場合、
本発明の実施例に係る前記分類方法が実施される。前記プログラムを記憶する装置、例え
ば、磁気ディスク、ライトディスク、光磁気ディスク、半導体メモリ装置などのようなメ
モリ媒介も本発明の明細書に公開されている。
【００８３】
　前述した本発明の具体的な実施例において、一種の実施方式に記載と／又は公開されて
いる特徴は、同様又は類似する方式により、他の１つ又は複数の実施例に使用するか、或
いは他の実施例の特徴と組み合わせて使用するか、或いは他の実施例の特徴の代わりに使
用することができる。
【００８４】
　本発明の実施例に係る方法は、明細書に記載されている時間順位、又は図面に示されて
いる時間順位に沿って実施せず、他の時間順位に沿って実施するか、或いは共に実施する
か、或いは別々に実施することができる。即ち、本発明の技術的範囲は、本明細書に記載
されている実施順位に限定されるものではない。
【００８５】
　本発明の前記方法の各ステップは、装置読取可能なメモリ媒介に記憶されているコンピ
ュータ実施可能なプログラムにより実施することができる。
【００８６】
　本発明の目的は、後述する方式により実現することもできる。即ち、メモリ媒介が記憶
している前記実施可能なプログラムコードをシステム又は設備に直接又は間接に提供して
、前記システム又は設備中のコンピュータ又は中央処理ユニット（ＣＰＵ）が前記プログ
ラムコードを読取って実行する方法である。
【００８７】
　この場合、前記システム又は設備が前記プログラムコードを実行する機能を有しなけれ
ばならない。本発明の実施方式は、前述したプログラムに限定されるものではない。且つ
前記プログラムの形式もいずれかの形式であることができる。例えば、目標プログラム、
インタプリタ実行可能なプログラム、又はオペレーティングシステムに提供するスクリプ
トなどである。
【００８８】
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　前述した装置読取可能なメモリ媒介は、以下の装置を含むが、以下の装置に限定される
ものではない。例えば、メモリ装置及びメモリユニット、半導体設備、ディスクユニット
（例えば、磁気ディスク、ライトディスク、光磁気ディスク）、情報を記憶することがで
きる他の媒介などである。
【００８９】
　また、ユーザーのコンピュータをインターネットの所定のウェブサイトに繋げて、本発
明のコンピュータ用プログラムコードをタウンロードした後、コンピュータにおいて前記
プログラムを実行することにより、本発明の技術を実現することもできる。
【００９０】
　本明細書に記載されている用語、例えば、左、右、第一、第二などのような関係用語は
、１つの装置又はステップと他の１つの装置又はステップを分けるためのものであり、前
記装置又はステップの間に存在するいずれかの関係又は順位を限定するか、或いは提示す
るためのものではない。また、「含む」、「具備する」などのような他のものをさらに含
むことを制限しない様々な用語は、いずれの要素を含む過程、方法、装置、又は設備が前
記要素を含むだけではなく、記載されていない他の要素をさらに含むか、或いは前述した
過程、方法、装置、又は設備が固有する要素をさらに含むことができることを意味する。
即ち、他の制限用語がない場合、「……１つを含む」などのような用語は、過程、方法、
装置、又は設備が記載されている要素を含むだけではなく、他の要素も含むことができる
ことを意味する。
【００９１】
　前述した本発明の実施例により、本発明は、以下のような方案を提供する。しかし、本
発明が後述する方案にのみ限定されるものではない。
【００９２】
　（付記１）
　分類装置において、前記分類装置は、目標標本を分類して、前記目標標本の少なくとも
一種の集合を形成するように配置されている分類ユニットと、目標標本の各集合に相関す
る訓練標本をそれぞれ確定するように配置され、且つ前記訓練標本中の各訓練標本は、種
類バリューを有している確定ユニットと、前記目標標本の各集合により、前記集合に相関
する訓練標本の種類バリュー中において、最大種類バリューと最小種類バリューとの間の
差を獲得し、且つ前記差が第一所定閾値より大きい場合、前記集合に相関する訓練標本の
種類バリューを削除するように配置されている削除ユニットと、前記目標標本を測定標本
とし、各測定標本と残った各訓練標本との間の類似性と、２つの測定標本の間の類似性と
に基づき、且つ残った訓練標本の種類バリューを利用して、解を求めて最適化する方法に
より、前記測定標本の種類バリューを獲得するように配置されている計算ユニットと、を
含む。
【００９３】
　（付記２）
　前記計算ユニットは、所定の制限条件、即ち、測定標本と訓練標本との間の類似性が高
ければ高いほど、測定標本と訓練標本の種類バリューが接近することと、２つの測定標本
間の類似性が高ければ高いほど、２つの測定標本の種類バリューが接近することと、を反
映することができるコスト函数を生成するように配置されているコスト函数生成モジュー
ルと、前記コスト函数の最小化の問題を検出することにより測定標本の種類バリューを獲
得するコスト函数算出モジュールと、を含む付記１に記載の分類装置。
【００９４】
　（付記３）
　前記コスト函数は、以下のような函数、又は変形例、
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【数１７】

と
【数１８】

を含み、
　前記函数において、Ｍは、測定標本の数量であり、Ｎは、残った訓練標本の数量であり
、
【数１９】

は、Ｍ個の測定標本中で第ｉ個目の測定標本の種類バリューであり、
【数２０】

は、前記Ｎ個の訓練標本中で第ｊ個目の訓練標本の種類バリューであり、
【数２１】

は、第ｉ個目の測定標本と第ｊ個目の訓練標本との間の類似性であり、

【数２２】

は、第ｋ個目の測定標本と第ｌ個目の測定標本との間の類似性である付記２に記載の分類
装置。
【００９５】
　（付記４）
　前記訓練標本は、所定の種類バリューを有している標注標本と、訓練過程において前記
標注標本の種類バリューにより種類バリューを得る機器標注標本とを含む付記１乃至付記
３のいずれか１項に記載の分類装置。
【００９６】
　（付記５）
　前記確定ユニットが確定した目標標本の各集合に相関する訓練標本が前記機器標注標本
である付記４に記載の分類装置。
【００９７】
　（付記６）
　前記計算ユニットは、種類バリューが削除された訓練標本と目標標本を一緒に前記測定
標本とし、且つ得た前記目標標本の種類バリューにより分類結果を確定する付記１乃至付
記３のいずれか１項に記載の分類装置。
【００９８】
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　（付記７）
　前記計算ユニットは、種類バリューが削除された訓練標本と目標標本を一緒に前記測定
標本とし、且つ得た前記目標標本の種類バリューにより分類結果を確定する付記４又は付
記５に記載の分類装置。
【００９９】
　（付記８）
　新しい種類バリューを獲得した測定標本を次の分類過程中の機器標注標本とする標本更
新ユニットをさらに含む付記３、５及び７のいずれか１項に記載の分類装置。
【０１００】
　（付記９）
　前記確定ユニットは、前記目標標本の各集合により、前記集合の少なくとも１つの目標
標本の間において、類似性が第二所定閾値より大きい訓練標本を前記集合に相関する訓練
標本とするように配置される付記１乃至付記８のいずれか１項に記載の分類装置。
【０１０１】
　（付記１０）
　前記確定ユニットは、前記目標標本の各集合により、前記集合中で少なくとも１つの目
標標本との類似性が第二所定閾値より大きい訓練標本との類似性が第三所定閾値より大き
い訓練標本たちを前記集合に相関する訓練標本とするように配置される付記９に記載の分
類装置。
【０１０２】
　（付記１１）
　前記分類ユニットは、前記目標標本の各種類により、前記集合中の各目標標本と、前記
集合中の他の少なくとも１つの目標標本との間の類似性が第四所定閾値より大きくなるよ
うに配置されている付記１乃至付記１０のいずれか１項に記載の分類装置。
【０１０３】
　（付記１２）
　前記目標標本と前記訓練標本は、イメージ、動画、本文、又はウェブページ中の一種で
ある付記１乃至付記１１のいずれか１項に記載の分類装置。
【０１０４】
　（付記１３）
　分類方法において、目標標本を分類して、前記目標標本の少なくとも一種の集合を形成
するステップと、前記目標標本の各集合に相関する各訓練標本を確定し、且つ前記訓練標
本中の各訓練標本は、いずれも種類バリューを有しているステップと、前記目標標本の各
集合により、前記集合に相関する訓練標本の種類バリュー中において、最大種類バリュー
と最小種類バリューとの間の差を獲得し、且つ前記差が第一所定閾値より大きい場合、前
記集合に相関する訓練標本の種類バリューを削除するステップと、前記目標標本を測定標
本とし、各測定標本と残った訓練標本との間の類似性と、２つの測定標本の間の類似性と
に基づき、且つ残った訓練標本の種類バリューを利用して、解を求めて最適化する方法に
より、前記測定標本の種類バリューを獲得するステップと、を含む。
【０１０５】
　（付記１４）
　解を求めて最適化する方法により前記測定標本の種類バリューを獲得するステップは、
所定の制限条件、即ち、測定標本と訓練標本との間の類似性が高ければ高いほど、測定標
本と訓練標本の種類バリューが接近することと、２つの測定標本間の類似性が高ければ高
いほど、２つの測定標本の種類バリューが接近することと、を反映することができるコス
ト函数を生成するステップと、前記コスト函数の最小化の問題を検出することにより前記
測定標本の種類バリューを獲得するステップとを含む付記１３に記載の分類方法。
【０１０６】
　（付記１５）
　前記訓練標本は、所定の種類バリューを有している標注標本と、訓練過程において前記
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標注標本の種類バリューにより種類バリューを得る機器標注標本とを含む付記１３又は付
記１４に記載の分類方法。
【０１０７】
　（付記１６）
　種類バリューが削除された訓練標本と目標標本を一緒に測定標本とし、且つ得た前記目
標標本の種類バリューにより分類結果を確定するステップをさらに含む付記１３乃至付記
１５のいずれか１項に記載の分類方法。
【０１０８】
　（付記１７）
　電子設備において、付記１乃至付記１２のいずれか１項に記載の分類装置を含む電子設
備。
【０１０９】
　（付記１８）
　前記電子設備は、以下のような設備、即ち、携帯電話、コンピュータ、ダブレットパソ
コン、携帯情報端末、メディアプレーヤーなど中のいずれかの一種である付記１７に記載
の電子設備。
【０１１０】
　（付記１９）
　装置読取可能なインストラクションコードが記憶されているプログラムにおいて、前記
プルグラムを実行することにより、付記１３～付記１６のいずれか１項に記載の分類方法
を実施する。
【０１１１】
　（付記２０）
　コンピュータ読取可能なメモリ媒介において、前記メモリ媒介に付記１９に記載されて
いるプログラムが記憶されている。
【符号の説明】
【０１１２】
　１００　分類装置
　１１０　分類ユニット
　１２０　確定ユニット
　１３０　削除ユニット
　１４０　計算ユニット
　３１０　コスト函数生成モジュール
　３２０　コスト函数算出モジュール
　４００　分類装置
　４１０　分類ユニット
　４２０　確定ユニット
　４３０　削除ユニット
　４４０　計算ユニット
　４５０　標本更新ユニット
　６００　通用機器
　６０１　中央処理ユニット（ＣＰＵ）
　６０２　リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）
　６０３　ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
　６０４　バス
　６０５　入力／出力インタフェース
　６０６　入力装置
　６０７　出力装置
　６０８　メモリ装置
　６０９　通信装置
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　６１０　ドライブ装置
　６１１　着脱可能なメモリ媒介

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】
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【図２Ｄ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月10日(2014.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分類装置において、
　目標標本を分類して、前記目標標本の少なくとも一種の集合を形成するように配置され
ている分類ユニットと、
　前記目標標本の各集合に相関する訓練標本をそれぞれ確定するように配置され、且つ前
記訓練標本中の各訓練標本は、種類バリューを有している確定ユニットと、
　前記目標標本の各集合により、前記集合に相関する訓練標本の種類バリュー中において
、最大種類バリューと最小種類バリューとの間の差を獲得し、且つ前記差が第一所定閾値
より大きい場合、前記集合に相関する訓練標本の種類バリューを削除するように配置され
ている削除ユニットと、
　前記目標標本を測定標本とし、各測定標本と残った各訓練標本との間の類似性と、２つ
の測定標本の間の類似性とに基づき、且つ残った訓練標本の種類バリューを利用して、解
を求めて最適化する方法により、前記測定標本の種類バリューを獲得するように配置され
ている計算ユニットと、を含む分類装置。
【請求項２】
　前記計算ユニットは、
　所定の制限条件、即ち、測定標本と訓練標本との間の類似性が高ければ高いほど、測定
標本と訓練標本の種類バリューが接近することと、２つの測定標本間の類似性が高ければ
高いほど、２つの測定標本の種類バリューが接近することと、を反映することができるコ
スト函数を生成するように配置されているコスト函数生成モジュールと、
　前記コスト函数の最小化の問題を検出することにより前記測定標本の種類バリューを獲
得するコスト函数算出モジュールと、を含む請求項１に記載の分類装置。
【請求項３】
　前記訓練標本は、所定の種類バリューを有している標注標本と、訓練過程において前記
標注標本の種類バリューにより種類バリューを得る機器標注標本とを含む請求項１又は２
に記載の分類装置。
【請求項４】
　前記確定ユニットが確定した目標標本の各集合に相関する訓練標本が前記機器標注標本
である請求項３に記載の分類装置。
【請求項５】
　前記計算ユニットは、種類バリューが削除された訓練標本と目標標本を一緒に測定標本
とし、且つ得た前記目標標本の種類バリューにより分類結果を確定する請求項３又は４に
記載の分類装置。
【請求項６】
　新しい種類バリューを獲得した測定標本を次の分類過程中の機器標注標本とする標本更
新ユニットをさらに含む請求項３乃至請求項５のいずれか１項に記載の分類装置。
【請求項７】
　前記確定ユニットは、前記目標標本の各集合により、前記集合の少なくとも１つの目標
標本の間において、類似性が第二所定閾値より大きい訓練標本を前記集合に相関する訓練
標本とするように配置される請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載の分類装置。
【請求項８】
　前記確定ユニットは、前記目標標本の各集合により、前記集合中で少なくとも１つの目
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標標本との類似性が第二所定閾値より大きい訓練標本との類似性が第三所定閾値より大き
い訓練標本たちを前記集合に相関する訓練標本とするように配置される請求項７に記載の
分類装置。
【請求項９】
　分類方法において、
　目標標本を分類して、前記目標標本の少なくとも一種の集合を形成するステップと、
　前記目標標本の各集合に相関する各訓練標本を確定し、且つ前記訓練標本中の各訓練標
本は、いずれも種類バリューを有しているステップと、
　前記目標標本の各集合により、前記集合に相関する訓練標本の種類バリュー中において
、最大種類バリューと最小種類バリューとの間の差を獲得し、且つ前記差が第一所定閾値
より大きい場合、前記集合に相関する訓練標本の種類バリューを削除するステップと、
　前記目標標本を測定標本とし、各測定標本と残った訓練標本との間の類似性と、２つの
測定標本の間の類似性とに基づき、且つ残った訓練標本の種類バリューを利用して、解を
求めて最適化する方法により、前記測定標本の種類バリューを獲得するステップと、を含
む分類方法。
【請求項１０】
　電子設備において、
　請求項１乃至請求項８のいずれか１項に記載の分類装置を含む電子設備。
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